
多点測定の意味

　
非
破
壊
検
査
を
構
造
物
の
健
全
性
評
価
に
応
用
す
る
形
態
に
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
な
い
。
事
故
の
形
態
も
推
測
可
能
な
の
で
、
検
査
手
法
に
対
す
る
技
術
変
革
の
要

望
は
大
き
く
な
い
。
と
い
う
の
も
、
革
新
的
技
術
の
発
明
に
大
き
な
期
待
が
持
て
な

い
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。
し
か
し
、
検
査
技
術
の
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
構
造

欠
陥
の
早
期
検
出
と
い
う
目
標
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
技
術
の
進
展
へ
の
要
望
は
変

わ
る
ま
い
。
非
破
壊
検
査
の
中
核
は
検
査
技
術
そ
の
も
の
と
適
用
の
仕
方
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
つ
つ
、
こ
こ
で
は
、
後
者
に
つ
い
て
、
深
堀
り
し
て
み
た
い
。

単
点
測
定
か
ら
多
点
測
定
に
向
か
っ
て
―
医
学
の
場
合
―
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工
学
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
多
点
技
術
の
適
用

日
本
非
破
壊
検
査
工
業
会
と
日
本
非

破
壊
検
査
協
会
の
ブ
ー
ス
で
は
検
査

の
実
演
を
行
っ
た

昨
年
の
会
場

も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２
０
１
２

－日、東京ビッグサイト

非破壊検査・評価技術を集中展示

　
設
計
・
生
産
・
保
全
の
連
携
を

促
進
す
る
「
も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
２
０
１
２
」
が

月

日
か
ら

日
ま
で
の
４
日
間
、
東
京
・
有

明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か

れ
る
。
主
催
は
日
本
能
率
協
会
。

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
シ
ョ

ー
」
「
イ
ン
フ
ラ
検
査
・
維
持
管

理
展
」
「
生
産
シ
ス
テ
ム
見
え
る

化
展
」
「
も
の
づ
く
り
３
Ｄ
ｅ
Ｘ

ｐ
ｏ
」
「
ネ
ク
ス
ト
・
ネ
イ
チ
ャ

ー
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
の
５
展
示
会

が
同
時
に
行
わ
れ
る
。
開
場
時
間

は

時
か
ら

時
。
入
場
料
は
１

０
０
０
円

招
待
状
持
参
者
と
事

前
登
録
者
は
無
料

。

◇
◇
◇

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
シ
ョ

ー
で
は
、
生
産
設
備
を
対
象
と
し

た
非
破
壊
評
価
に
関
す
る
機
器
・

技
術
を
「
設
備
検
査
ゾ
ー
ン
」
で

集
中
展
示
す
る
。

　
ま
た
会
場
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
併
催
さ
れ
る
。

、

の
両

日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会
議
棟

で
「
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
長
寿

命
化
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
題

し
て
、
社
会
資
本
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
・
検
査
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

対
策
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
、
も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
事
務

局

０
３
・
３
４
３
４
・
０
５
８

７

へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
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医
学
に
よ
る
人
の
健
康
診

断
は
、
単
点
測
定
で
は
な
く

多
点
測
定
を
多
用
す
る
。
各

種
の
測
定
を
行
い
、
人
の
総

合
的
な
健
康
を
診
断
し
、
患

部
の
発
見
に
努
め
る
。
例
え

ば
、
心
筋
梗
塞
に
関
連
し

て
、
冠
状
動
脈
に
異
常
は
な

い
か
ど
う
か
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、
血
液
検
査
、
血

圧
、
脈
拍
、
負
荷
心
電
図
、

体
温
な
ど
を
計
る
。
血
液
検

査
の
あ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が

異
常
を
示
し
、
他
の
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
に
は
何
の
異
常
も
な

い
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と

だ
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
手

術
に
入
り
、
患
部
を
詳
細
に

調
べ
、
患
部
の
手
術
に
移

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
心

臓
細
胞
の
壊
死
を
早
期
に
防

え

し

ぐ
こ
と
が
で
き
、
健
康
を
維

持
で
き
る
。
多
点
測
定
の
成

果
で
あ
る
。

　
医
学
で
は
こ
の
よ
う
な
多

点
測
定
技
術
が
進
展
し
て
お

り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｄ

Ｂ

も
十
分
で
あ
り
、
医
療

技
術
の
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
検
査
方
法
を

設
備
の
診
断
技
術
に
応
用
し

た
ら
ど
う
な
る
か
。

　
油
、
水
と
い
っ
た
流
体
を

利
用
し
て
生
産
を
行
う
工
学

シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て
は
、
通

常
機
器
の
弱
点
部
位
に
着
目

し
て
非
破
壊
検
査
を
行
う
。

原
子
炉
で
言
え
ば
、
一
次
冷

却
シ
ス
テ
ム
や
そ
の
サ
ブ
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
配
管
の

ポ
ン
プ
、
バ
ル
ブ
と
い
っ
た

機
器
は
静
的
な
非
破
壊
検
査

と
状
態
監
視
が
適
用
さ
れ
る

が
、
原
則
と
し
て

単
点
測

定

で
あ
る
。
配
管
に
つ
い

て
言
え
ば
、
弱
点
部
位
で
あ

る
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検

査

Ｕ
Ｔ

や
渦
流
探
傷
検

査

Ｅ
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
非
破

壊
検
査
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
そ
の
時
点
で
傷
が
存
在

す
る
か
否
か
が
主
要
な
関
心

で
あ
る
。
傷
は
多
く
の
場

合
、
緩
慢
に
し
か
進
展
し
な

い
の
で
、
１
年
か
ら
数
年
の

間
隔
で
定
期
的
に
検
査
す
れ

ば
よ
い
。
そ
の
時
傷
発
見

の
見
逃
し
を
避
け
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
、
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
検
査
間

隔
な
ど
経
験
や
Ｄ
Ｂ
を
用
い

て
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
信

頼
性
は
高
い
も
の
の
、
見
逃

し
の
確
立
を
低
減
化
す
る
た

め
、
何
ら
か
の
工
夫
が
必

要
。

　
こ
こ
で
、
流
体
系
の
サ
ブ

シ
ス
テ
ム
の
異
常
は
多
く
の

点
で
測
定
可
能
で
あ
る
こ
と

を
考
え
た
場
合
、
多
点
測
定

は
異
な
っ
た
複
数
物
理
量
の

相
関
性
と
い
っ
た
視
点
か
ら

注
目
さ
れ
る
。
前
述
の
医
学

の
例
が
参
考
に
な
る
。
ポ
ン

プ
の
ど
こ
か
に
損
傷
や
傷
と

い
っ
た
不
具
合
が
発
生
し
た

場
合
、
当
該
部
だ
け
で
な

く
、
他
の
関
連
す
る
物
理
量

に
着
目
す
る
と
い
う
の
は
、

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
高
め

る
有
力
な
手
だ
て
で
あ
ろ

う
。

　
流
量

血
液
に
対
応

、

圧
力

血
圧

、
温
度

体

温

、
内
的
圧
力
変
動

脈

拍

、
外
的
圧
力
変
動

負

荷
心
電
図

な
ど
が
、
系
統

に
発
生
し
た
と
き
、
着
目
部

位
に
ど
う
い
う
変
動
が
見
ら

れ
る
か
、
そ
の
変
動
値
と
亀

裂
発
生
や
損
傷
発
生
に
相
関

が
な
い
か
、
履
歴
も
含
め
て

調
べ
て
み
る
こ
と
に
は
意
味

が
あ
る

図

。

　
有
意
義
な
相
関
は
距
離
の

関
数
で
も
あ
る
し
、
異
な
っ

た
物
理
量
間
の
関
係
に
も
依

存
す
る
が
、
変
化
の
相
関
だ

け
が
関
心
事
で
あ
る
こ
と
を

思
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
多
点

測
定
が
異
常
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
可
能
性
は
大
き

い
。
今
後
こ
う
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
は
構
造
物
の
健
全
性
を

維
持
す
る
う
え
で
有
効
な
方

向
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
保
全
学
会
の
研
究
分
科

会
や
ス
マ
ー
ト
シ
グ
ナ
ル
の

診
断
法
や
Ｎ
Ｅ
Ｃ
―
Ｉ
Ｉ
Ｕ

の
解
析
手
法
な
ど
に
見
ら
れ

る
。
各
測
定
点
の
信
号
値
間

の
相
関
の
変
化
を
ど
う
み
る

か
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
現
在

の
デ
ー
タ
を
ど
う
活
用
し
て

未
来
を
予
測
で
き
る
か
否
か

に
関
心
を
持
つ
。
具
体
的
な

例
は
随
所
に
あ
る
が
、
例
え

ば
、
原
子
力
施
設
の
多
数
の

測
定
デ
ー
タ
や
風
車
タ
ー
ビ

ン
の
ナ
ッ
セ
ル
内
の
機
器
の

多
点
測
定
な
ど
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。


